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「本当は、みんなと
うまくやりたい」

～言葉の裏に隠された本当の思い～

いなさ愛光園 松井莉子、蓮井祥

はじめに

入居者一人ひとりと

きちんと向き合えていますか？

対象者紹介
A様 女性

レビー小体型認知症

認知症日常生活自立度：ⅠＶ

・世話好き、子供好き

・感情の起伏が激しい

「ほっといてよ！！！」

負の永遠ループ

対応がわからない

その場しのぎの対応
(とりあえずの傾聴)

なんとかその場は収まる

結局何を訴えた
かったのかわからず

目的
対応の幅が広がることで、

落ち着いて入居者と関わることができる

行動理由を考え、入居者本位の姿勢で
ケアを行うことができる
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方法
①職員へのアンケートから見えた

課題

１．Ａ様という人物の生活歴や、
性格について目をむけられていない

２．職員が個々に持っている情報の
差があり、自信を持って関わる
ことができていない

②情報共有

(１)関わり方シート

(２)フェイスシート センター方式とは？

認知症の方、本人本位の視点に
なって考える情報収集ツール

⇒Ｄ－４(２４時間生活変化シート)使用

２４時間生活変化シートとは？

気分の変化を記録する

何か影響を与えていたのかを把握し、

予防的に関わるタイミングや内容を見つける

・不安に思っていることに合わせた声掛け

「私どうすればいい？」

お金がないから不安
⇒×お金は必要ないです。
〇引き落としで対応するから今はお金は必要あり
ませんよ。

帰る方法がなくて不安
⇒×今日は泊まりです。
〇車の準備をしておくので、今日は泊まって明日
の朝一番で帰りましょう。



3

根拠のある見守りとは？

・見守りと放置は違うことを理解する

・本人の行動理由や状況を分析したうえで
判断する

・距離を置いている理由を伝えることが
できる

・本人の生活歴に沿った言葉を
用いた声掛け

「みんなどこに行っちゃったの？」

〈家族、職業、地名、好きなもの、など〉
【例】
・みかん畑、甥の名前、出身地、
朝は早くに出かける、雨の日は家にいる

結果

普通・笑顔の表情

４８% ６７%
(実施前) (実施後)

(実施前) (実施後)

８７件 １４５件

記録への記入数

ありがとう！
考察

情報共有、対応方法の増加
⇒Ａ様が混乱している場面でも落ち着いて

対応できた

向き合う姿勢(行動理由を考える)
⇒Ａ様が穏やかに過ごせる時間が増えた
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なぜユマニチュード？

認知症状に関係なく、

誰にでも基本の関わりや対応を

意識できるようにするため

おわりに

個別ケアの大切さを
改めて実感

表面上の情報に
気を取られず

入居者の本当の思いに
向き合う

「わたしだって
本当はみんなと

うまくやりたいだよ」

ご清聴ありがとうございました
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